
・
、
匿
』
一
診
巨
－
鉦
『
ー
ー
．
針
F

　L　壕’一周國」．

ζ亘熱朝、　　　麟　毒騨．．
．
　

第123号・（昭和36年1月16日第3種郵便物認可）昭聯42年3月1日（毎月1回1日発行）1部20円

　　　　　　　　　　　仏教徒のねがい

ユ．仏に帰依し、仏の教えに帰依し、仏の教えをあおぐ人々に帰依して

　　正しく明るく生きぬく人間となります。

2・仏の智慧と慈悲に照らされて、さとりの道を求め、真実の自己に

　　めざめると共に、多くの人々に仏のおしえを伝えます。

3．みずから戒めを守り、行ないを反省し、生かされている身の幸せに

　　気づいて、あらゆる恵みに感謝し、叡智と愛情をもって明るい生活

　　を築きます。

4．みずからとらわれと偏見をすてて、真実を正しく見、創造力を養い、

　　個性を伸し、よろこんで世のためにつくして、自他平等の幸せな
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★
全
仏
常
務
理
事
会

　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
常
務
理

事
会
は
、
一
月
二
十
七
日
午
前
十
時

五
月
分
か
ら
京
都
の
浄
土
宗
総
本
山

知
恩
院
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
た
。

　
出
席
者
は
、
豊
原
大
潤
理
事
長
、

松
村
寿
顕
、
鵜
飼
隆
玄
、
杉
谷
義
周

、
竹
内
良
恵
、
華
山
恵
光
、
小
野
塚

潤
澄
、
上
野
頼
栄
、
村
上
道
隆
、
下

川
弘
義
、
村
瀬
良
彦
の
各
常
務
理

事
、
事
務
総
局
か
ら
黒
田
事
務
総
長

は
じ
め
全
局
部
長
が
出
席
。
ま
ず
豊

原
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
ぎ
議
事

に
入
り
、
議
事
録
署
名
委
員
に
小
野

塚
潤
澄
、
松
村
寿
顕
の
両
氏
を
指

名
。　
第
一
号
議
案
　
昭
和
四
十
二
年
度

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
事
業
計
画

案
な
ら
び
に
歳
入
歳
出
予
算
案
を
黒

田
事
務
総
長
が
総
括
説
明
、
各
局
部

か
ら
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
質
疑
の

の
ち
原
案
ど
お
り
承
認
。

　
第
二
号
議
案
第
十
五
回
全
日
本
仏

教
徒
会
議
に
つ
い
て
は
所
管
局
部
長

か
ら
こ
の
行
事
の
名
称
を
こ
れ
ま
で

の
仏
教
徒
会
議
か
ら
仏
教
徒
大
会
に

変
更
す
る
理
由
に
つ
い
て
説
明
、
岐

阜
県
仏
和
田
耕
正
会
長
、
加
納
博
司

大
会
実
行
委
員
長
か
ら
大
会
の
概
要

に
つ
き
報
告
。
行
事
の
名
称
は
次
回

か
ら
は
再
検
討
す
る
が
、
本
年
は
仏

教
徒
大
会
と
す
る
こ
と
を
承
認
。

　
第
三
号
議
案
　
衆
議
院
議
員
候
補

者
推
せ
ん
に
つ
い
て
は
当
局
原
案
通

り
承
認
、
と
く
に
希
望
条
件
と
し

て
、
今
後
の
選
挙
対
策
は
も
っ
と
早

く
か
ら
行
な
い
、
当
選
者
を
も
っ
て

仏
教
議
員
連
盟
と
い
う
よ
う
な
組
織

体
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見

が
の
べ
ら
れ
て
閉
会
。

★
全
仏
評
議
員
会

　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
評
議
員

会
は
昭
和
四
十
二
年
度
の
事
業
計
画

お
よ
び
予
算
案
審
議
の
た
め
、
二
月

七
日
午
後
一
時
か
ら
ひ
ら
き
、
神
野

真
一
評
議
員
（
東
京
都
仏
連
）
を
議

長
に
推
し
、
理
事
会
で
決
議
し
た
原

案
の
報
告
、
各
評
議
員
の
意
見
開
陳

が
あ
り
一
旦
休
憩
、
た
だ
ち
に
理
事

会
に
う
つ
り
両
案
件
と
も
原
案
ど
お

り
可
決
。
さ
ら
に
評
議
員
会
に
う
つ

り
、
理
事
会
の
報
告
を
承
認
、
午
後

三
時
三
十
分
閉
会
。
引
つ
づ
き
懇
談

会
に
う
つ
り
全
館
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

★
千
古
役
員
人
事
　
（
四
十
二
年
二

　
　
月
七
日
付
）

（
就
任
）

常
務
理
事

常
務
理
事

常
務
理
事

常
務
理
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

監
　
　
事

（
退
任
）

常
務
理
事

常
務
理
事

常
務
理
事

常
務
理
事

理
　
　
笹
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理
　
　
事
中
西
　
慈
　
海

関
　
　
事
　
野
々
部
　
利
　
行

★
京
都
で
全
一
新
年
懇
親
会

　
全
仏
の
第
二
回
新
年
懇
親
会
は
一

月
二
十
七
日
午
後
三
時
か
ら
京
都
、

浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
で
開
ら
か
れ

た
。
賀
客
一
〇
〇
人
。
ま
ず
、
黒
田

事
務
総
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
つ
ぎ

会
長
岸
信
宏
狽
下
の
主
唱
に
よ
る
三

阪
礼
文
の
の
ち
新
年
の
賀
詞
、
理
事

長
豊
原
大
潤
師
の
あ
い
さ
つ
、
全
仏

の
団
結
と
発
展
を
希
う
た
め
に
妙
心

寺
古
川
管
長
、
訓
覇
大
谷
派
宗
務
総

長
、
知
恩
院
鵜
飼
執
事
長
、
小
野
塚

豊
山
派
宗
務
総
長
、
京
都
府
仏
教
会

奥
会
長
、
天
台
宗
杉
谷
宗
務
総
長
、

間
野
大
阪
府
仏
会
長
、
塚
原
四
天
王

寺
執
事
長
な
ど
の
諸
大
徳
か
ら
発
言

が
あ
っ
た
。
上
野
智
山
派
宗
務
総
長

の
主
唱
で
万
歳
三
唱
。
神
田
関
西
事

務
総
長
の
閉
会
の
辞
で
午
後
五
時
す

ぎ
散
会
。

★
山
梨
県
仏
の
記
念
大
会

　
山
梨
県
仏
教
会
は
昨
年
十
一
月
に

立
仏
に
加
盟
し
た
が
、
そ
の
加
盟
記

念
大
会
が
二
月
二
十
六
日
午
後
一
時

か
ら
甲
府
市
県
民
会
館
映
画
講
堂
で

催
さ
れ
た
。
県
下
の
各
市
郡
仏
教

会
、
各
宗
派
の
代
表
約
三
百
人
が
参

集
し
、
身
延
山
法
主
藤
井
日
静
狙
下

の
導
師
で
平
和
祈
念
法
要
が
あ
り
馬

ひ
き
つ
づ
き
黒
田
全
県
事
務
総
長
か

ら
加
盟
承
認
証
の
交
付
が
あ
っ
て
記

念
講
演
会
に
う
つ
り
、
全
仏
派
遣
の

東
大
教
授
笠
原
一
雄
氏
の
一
「
仏
教
徒

は
何
を
な
す
べ
き
か
」
は
出
席
者
に

ふ
か
い
感
銘
を
あ
た
え
て
午
後
四
時

散
会
。

閲羅

各種制作
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★
福
島
県
仏
の
ベ
ト
ナ
ム
救
援

　
福
島
県
仏
教
会
は
、
か
ね
て
ベ
ト

ナ
ム
救
援
の
運
動
を
展
開
し
て
い
た

が
、
こ
れ
ま
で
に
集
っ
た
慰
問
品
を

携
行
し
て
、
二
月
二
十
五
日
羽
田
発

で
吉
岡
棟
一
会
長
が
、
サ
イ
ゴ
ン
へ

向
い
、
三
月
四
日
ま
で
現
地
に
と
ど

ま
り
、
化
導
院
の
タ
ム
チ
ャ
ウ
師
や

仏
教
徒
指
導
者
と
今
後
の
救
援
に
対

し
て
懇
談
す
る
。
慰
問
品
は
、
衣
料

二
、
八
○
○
点
、
図
書
二
、
○
○
○

点
、
薬
品
そ
の
他
で
あ
る
。

★
時
局
対
策
宗
教
者
会
議
の
総
会

　
創
価
学
会
、
公
明
党
の
政
治
進
出

を
批
判
す
る
宗
教
各
界
の
有
志
に
よ

り
一
昨
年
十
二
月
結
成
さ
れ
た
「
時

局
対
策
宗
教
者
会
議
」
の
初
の
総
会

が
、
二
月
六
日
午
後
一
時
か
ら
渋
谷

区
代
々
木
の
妙
智
会
館
で
ひ
ら
か
れ

組
織
拡
大
、
規
約
改
正
、
都
知
事
選

対
策
、
政
党
へ
の
要
望
書
な
ど
協
議

し
た
。
記
念
講
演
と
し
て
「
公
明
党

の
野
望
」
で
大
石
秀
典
氏
が
「
都
知

事
選
を
あ
ぐ
る
各
党
の
思
わ
く
」
で

新
井
日
経
政
治
部
長
が
演
述
。

　
東
京
仏
教
団
関
係
か
ら
も
多
数
出

席
し
た
が
全
仏
か
ら
は
、
．
稲
田
総
務

局
長
、
柳
組
織
部
長
が
出
席
。
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カ
す
カ
な

盤
鞭
講

司馬遼太郎さん

り

　
私
は
在
家
で
、
仏
教
の
素
養
も
な
い
く
せ
に
、
戦
ぐ
の

僧
侶
の
友
人
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
五

百
人
ぐ
ら
い
の
僧
職
者
を
知
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
る
。

　
家
の
宗
旨
が
門
徒
だ
か
ら
、
血
脈
相
続
の
賛
成
者
で
あ

る
。
法
脈
は
つ
い
に
血
脈
に
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
れ
は
自
力
宗
で
も
同
様
の
こ
と
だ
。
私
の
友
人
－

浄
土
宗
だ
が
一
の
一
人
っ
子
が
あ
ま
り
学
校
が
で
き
な
い

　
「
お
ま
え
の
子
は
、
あ
ま
り
出
来
な
い
そ
う
だ
な
」
と

私
が
同
情
す
る
と
、
そ
の
友
人
は
馬
鹿
め
、
と
笑
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　
「
出
来
て
た
ま
る
か
」

（一）と
も
護
持

h

　
と
い
う
の
で
あ
る
。
出
来
れ
ば
東
大
か
京
大
に
行
っ
て

し
ま
っ
て
、
大
正
大
学
に
ゆ
か
な
い
。
つ
い
に
は
寺
を
継

ぐ
こ
と
を
き
ら
っ
て
土
木
技
師
か
な
ん
か
に
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
そ
の
友
人
は
作
家
で

あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
と
私
は
お
も
っ
た
。
村
々
の
門
徒
た
ち
も

自
分
の
檀
那
寺
の
子
が
あ
ま
り
秀
才
で
起
い
こ
と
を
望
む

と
い
う
は
な
し
を
き
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
気
持
が

わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
私
も
二
十
代
の
こ
ろ
は
、
仏
教
の
沈
滞
と
仏
教
僧
の
だ

ら
く
を
観
念
的
に
ふ
ん
が
い
し
て
い
た
。
い
ま
、
四
十
代

の
半
ば
に
ち
か
ず
い
て
い
る
。
物
事
の
微
妙
さ
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
（
と
き
に
微
妙
さ
の
な
か
に
本
質

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
が
）
、
寺
院
の
問

題
も
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
仏
教
は
興
隆
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
宗
門
は
飛
躍
す

べ
き
で
あ
り
、
仏
教
僧
は
ふ
る
い
た
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み

う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
議
論
に
は
あ
ま
り
与
さ
な
く
な

っ
て
き
た
。
仏
法
も
寺
院
も
、
護
持
こ
そ
大
切
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
、
す
こ
し
は
わ
か
っ
て
き
た
。

　
護
持
こ
そ
あ
り
が
た
く
、
た
と
え
怠
け
な
が
ら
の
護
持

　
千
葉
耕
堂
著
　
　
　
　
1
5
0
円

亡
国
の
書
『
人
間
革
命
』
解
剖
肱

池
田
大
作
著
『
人
間
革
命
』
を
分
析
す
る

人
間
革
命
第
二
巻
は
亡
国
の
書

罰
と
御
利
益
の
体
験
談

板
マ
ン
ダ
ラ
の
本
尊
の
実
体

道
場
破
り
の
七
人
の
学
会
員

生
長
の
家
本
部
へ
折
伏

　
〃
さ
す
が
は
戸
田
城
聖
〃
と
思
わ
せ
る
作
者
の
意
図

天
皇
の
存
在
を
軽
視

教
育
勅
語
に
対
す
る
牧
口
の
酷
評

公
明
選
挙
連
盟
の
被
害

卑
劣
な
ス
パ
イ
行
為

参
院
選
の
不
法
行
為

世
界
宗
教
界
の
動
向
に
鑑
み
、
創
価
学
会
幹
部
の

猛
省
を
促
す

異
教
徒
間
の
親
和
交
流

創
価
学
会
の
折
伏
大
行
進

新
宗
連
で
犯
罪
白
書
を
刊
行

学
会
発
展
の
最
大
原
因

宇
宙
大
自
然
の
運
行
に
従
え

　
「
宗
教
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
学
会
加
盟
問
題

創
価
学
会
政
治
進
出
へ
の
厳
正
批
判

竹
中
博
士
の
批
判
（
大
法
輪
）

池
田
会
長
の
〃
南
米
発
言
〃

飯
坂
学
習
院
大
教
授
の
厳
正
批
判

政
治
進
出
は
創
価
学
会
の
自
殺
行
為

実業之世界社

、

．．

E
．
属
ヨ
瑚
↓
、
一
．
、
，
認
編
組
ヨ
」
一
溜
噸
講
↓
、
還
肖
沼
．
一
引
唄
黛
．
．
餌
望
．
踏
幽

で
も
あ
り
が
た
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
し
み
じ
み
と
わ

か
っ
て
き
た
。

　
私
の
家
内
の
母
親
が
、
一
昨
年
他
界
し
た
。
そ
の
お
仏

壇
を
い
ま
あ
ず
か
っ
て
い
る
か
ら
、
月
に
二
度
は
私
に
と

っ
て
他
宗
の
僧
で
あ
る
真
言
寺
院
の
わ
か
い
住
職
に
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
ど
こ
を
ど
う
み
て
も
す
ぐ
れ
た
ひ
と

で
は
な
い
が
、
い
か
に
も
お
仏
飯
育
ち
ら
し
い
、
な
ま
み

　
　
　
　
　
　
　
か
お

の
な
か
に
経
巻
が
香
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
の
ひ
と
の
読
経
が
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
い
か
に
も
あ
り
が

た
い
。
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
仏
法
の
興
隆
、
宗
門
の
飛
躍
と
い
っ
た
理
想
主
義
的
な

興
奮
よ
り
も
、
な
に
よ
り
も
片
田
舎
の
一
力
寺
の
護
持
、

ま
た
か
す
か
な
り
と
も
御
法
義
の
護
持
こ
そ
、
天
地
の
重

さ
以
上
に
大
切
で
あ
る
と
お
も
う
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う

か
。

・
ー
コ
、
補
1
，
一
、
1
，
一
1
－
i
ゴ
ー
1
1
、
詞
」
調
－
・

一2一

「
1
　
　
「

「
．
↑
、
F
！
　
㌧
・
層
・
、
「
，
↓
》
∴
　
　
・
　
r
　
．
】
　
　
．
一
崖
吋
二

7
」
．

、巴」

沸男一朝艶秘　

噛
曽
で

鞭“
鐸ロゴ

へ陥
・～塑　勉ジ明馳

℃’ ∞j4夢

一鎖燭　一ξ



ρ
レ

階

＝
『

’
　
　
　
一
一
3
　
丙
　
　
　
三
　
　
＝

餐
L
配
向
享
　
『
・
し
や
　
》
・
　
眠
・
；
・
ト

・一。唖聾’、．，し ’二巴φノぞ色ゴ3恥㌦國一♪； 一・恥卦漉ム・・．㌦・地山急．一冨蝿＿胴輪愈蔦軋。

全仏通信
第3種郵便物認可

』
調
、
－

昭和42年3月1日
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全
日
本
仏
教
会
で

…
は
、
当
選
さ
れ
た
衆
議

｝
院
議
員
に
対
し
、
つ
ぎ

層

眉
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め

…
た
・

卿

一
L
　
あ
な
た
は
宗
教
政

｝
筆
と
く
に
既
成
教

…　
　
団
に
対
し
て
ど
の
よ

　　　　　　　　　　　鱈”　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　”一　　　　　　　　’’’”　　　　　　　4’’”　　　　　一一　　　　”一　　　’’’”　　’’’”一一一

う
に
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

λ
　
全
日
本
仏
教
会
に

希
望
さ
れ
る
こ
と
。

谷
　
川

■■－圏暉，’’’”4’”8’口」■膠P」幽■「’’’’’”JP’’”－■「」■7－胴「”グ’’’’’’’”4■■M■幽「4■7’ノ’’’’”∬’”一」■「4■7’’’’”グ’」’”」■國「－■「一”8’ダ，ク，，，，，＿

和
　
穂

　
ω
　
既
成
宗
団
の
教
え
を
広
く
、
特
に
若
い

世
代
に
お
し
ひ
ろ
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
②
　
積
極
的
に
組
織
を
拡
充
し
た
下
部
機
構

が
、
活
発
な
活
動
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
田
　
川
　
　
誠
　
一

　
ω
　
精
神
文
化
の
再
認
識
が
強
く
要
請
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
と
き
、
既
成

　
　
、
、
．
’
　
　
　
　
　
教
団
に
対
す
る
期
待

　
　
覗
　
』
職
　
　
　
　
は
甚
だ
大
き
く
、
穏

　
　
黛
　
　
　
　
　
　
健
に
し
て
強
力
な
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
を
望
ん
で
や
み
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
。

　
②
　
上
記
の
趣
旨
に
よ
り
御
発
展
を
切
に
祈

り
ま
す
。

海

　
　
、
凄
’
遷
診

部
　
　
俊
　
樹

ω
　
宗
教
、
道
徳
を

尊
重
し
、
社
会
道
義

の
向
上
を
計
る
。

②
　
な
　
し

　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
　
半
　
次

ω
　
最
近
、
や
た
ら
に
新
興
宗
教
が
台
頭
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
は
、
日
本
人
の

精
神
が
混
乱
し
て
い

る
証
左
で
あ
る
。
幾

多
の
善
智
識
、
高
僧

に
よ
っ
て
結
成
さ
れ

た
各
宗
団
を
擁
護
す

る
た
あ
国
会
で
働
く
。

　
②
　
各
宗
派
の
連
絡
を
密
に
し
、
創
価
学
会

な
ど
の
台
頭
を
抑
え
る
た
あ
大
運
動
を
起
さ
れ

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
渡

海
　
　
六
三
郎

ω
特
に
努
力
を
尽

し
ま
す
。

②

地
　
崎

宇
三
郎

　
ω
　
私
は
、
政
治
的
圧
力
団
体
の
弊
害
を
叫

ん
で
い
る
一
人
で
す
。

　
特
に
宗
教
教
団
が
政
治
に
関
与
し
、
政
治
力

を
も
っ
て
そ
の
温
存
を
図
る
と
か
、
或
は
そ
の

勢
力
を
拡
張
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
日
本
の
議

会
制
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。　
私
が
貴
会
の
推
選
を
受
け
ま
し
た
の
も
、
私

が
熱
心
な
信
徒
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
私

の
世
界
観
や
政
策
を
支
持
さ
れ
た
も
の
と
解
し

て
お
り
ま
す
。

　
国
民
が
既
成
教
団
に
期
待
す
る
も
の
は
、
後

退
し
た
わ
が
国
の
精
神
文
化
を
高
揚
し
て
、
安

定
し
た
明
る
い
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
新
し
い
時
代
、
新
し
い
世
代
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
教
団
も
ま
た
進
歩
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　
②
　
青
年
婦
人
尼
を
対
象
と
し
た
、
精
神
運

動
を
展
開
さ
れ
た
い
。
特
に
仏
教
が
儀
式
と
い

う
暗
い
固
定
化
し
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し

て
、
楽
し
い
ふ
ん
い
気
の
中
に
青
少
年
を
誘
う

よ
う
に
希
望
す
る
。

　
そ
れ
に
は
、
寺
院
が
そ
の
地
域
社
会
に
お
け

る
、
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ

と
が
、
当
面
の
任
務
で
あ
り
、
こ
の
運
動
に
は

政
府
も
助
成
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
箕
　
輪
　
　
　
　
登

　
ω
　
祖
先
を
尊
び
敬
う
宗
教
の
普
及
に
依
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
義
の
徹
底
を
期
す

②
　
時
局
の
重
要
性
に
鑑
み
、

る
必
要
を
痛
感
し
、

各
宗
を
総
合
統
一
し

た
仏
教
会
な
ど
の
組

織
の
拡
大
強
化
を
切

嘱
す
る
。

　
　
　
全
仏
が
政
治

的
に
も
内
部
的
に
も
安
定
し
た
活
動
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
そ
の
促
進
を
期
せ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
奥
　
野
　
．
誠
　
亮

　
ω
　
時
代
に
即
応
す
る
宗
教
活
動
を
振
興
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
積
極
的
に
社
会

　
　
　
　
．
　
　
　
　
教
育
を
通
じ
、
青
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
の
不
良
化
防
止
に

　
〆
　
　
欝
・
顕
墾
磯
　
献
身
し
て
ほ
し
い
。

　
　
．
ノ
彰
撃
・
　
　
　
法
域
に
籠
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
既
存
の
宗
教

は
衰
亡
す
る
と
思
う
。

　
②
　
社
会
教
育
の
中
核
と
な
る
よ
う
に
活
躍

を
望
む
。

　
　
　
　
　
　
　
永
　
末
　
　
英
　
一

　
ω
　
古
い
伝
統
を
現
代
的
な
国
民
感
情
と
合

致
さ
せ
、
既
成
宗
教
が
ま
す
ま
す
健
全
に
発
展

す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
誤
っ
た
宗
教

　
　
＾
轟
蝿
携
・

（1）

坂
　
田

英
　
一

耗

濾
翼
著
書
，
選
「
螺
．
湧
．
曾
野
州
，
一
鳶
」
藁
、
麸
惣
理
無
難
黛
趨
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

形
式
的
な
葬
祭
行
事
も
大
切
な
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
が
、
よ
り
大
切

な
こ
と
は
、
各
宗
派

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
宗

精
神
に
則
り
互
い
に

連
携
し
て
仏
教
の
、

生
命
の
尊
厳
、
人
格

に
負
け
る
こ
と
な

く
、
政
治
的
に
も
も

っ
と
発
言
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

の
尊
重
、
自
利
利
他
円
満
の
精
神
を
も
っ
て
、

人
心
の
退
廃
と
各
種
の
相
克
争
い
を
防
ぎ
、
更

に
進
ん
で
は
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
て
欲
し

い
。
　
②
　
宗
教
は
権
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
一

党
一
派
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
宗
義
教

え
を
布
教
し
、
時
代
に
則
し
た
宗
教
活
動
を
も

っ
て
、
世
の
中
の
浄
化
と
人
心
の
安
定
を
は
か

る
べ
き
で
、
政
党
を
批
判
し
、
注
文
を
つ
け
る

こ
と
は
よ
い
が
、
自
ら
政
党
を
組
織
し
政
治
に

タ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
、
お
う
お
う
深
刻
な
闘
い

を
惹
起
す
る
こ
と
は
歴
史
の
証
明
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
慎
重
に
考
え
て
欲
し
い
。

　　　　株式会社

σ囁醸広
本店京都市烏丸通東本願寺前
　　　電話　37－2「95〈代衰）・37－1256

東京店　台東区西浅草1丁目6番5号
　　　電話　844－3715・6656●　841－8328

感謝の札拝「
平和な寡庭

　　b

大谷ご本廟、室内改装

ご荘厳設計施工の栄に

浴しました。

7
≡
吐
　
　
　
回

し
　
ご
♪
　
、

脚
げ
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一
．
」
農
r
l
蔭
r
．
　
　
，
．
，

盛
り
あ
が
り
充
分
な

実
行
委
員
会
総
会

　
岐
阜
県
仏
教
会
で
は
、
第
十
五
回

、
全
日
本
仏
教
徒
大
会
実
行
委
員
総
会

を
一
月
三
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
岐

阜
市
長
良
せ
い
ら
ん
会
館
で
開
催
。

大
会
の
顧
問
、
参
与
を
は
じ
め
各
市

郡
仏
教
会
か
ら
選
ば
れ
た
実
行
委
員

百
余
人
が
出
席
し
、
松
波
高
義
師
の

司
会
で
議
事
が
進
め
ら
れ
、
開
会
の

辞
を
各
務
県
門
副
会
長
、
経
過
報
告

を
浅
野
事
務
局
長
、
大
会
の
主
旨
に

つ
い
て
和
田
耕
正
会
長
が
述
べ
、
黒

田
全
仏
事
務
総
長
、
梶
浦
逸
外
正
眼

選
挙
対
策
活
動
の
成
果

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
さ
き
の
第

十
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
あ
た

り
、
選
挙
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、

加
盟
各
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教
会
な

ど
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
候
補
者
を
厳

重
精
査
し
て
全
乳
推
せ
ん
者
を
決

あ
、
推
せ
ん
書
を
候
補
者
に
送
っ
て

必
勝
の
応
援
態
勢
を
と
っ
た
。
結
果

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
が
全
仏
で

は
当
選
議
員
と
つ
な
が
り
を
保
ち
仏

教
振
興
の
た
め
国
会
で
活
躍
し
て
も

ら
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
推
せ
ん
総
数
　
一
二
四
人

　
当
選
　
一
〇
二
人
（
う
ち
自
民
八

十
八
人
、
民
社
六
人
、
社
六
人
、
無

所
属
二
人
）

　
落
選
　
二
二
人
（
う
ち
自
民
一
二

人
、
社
二
人
、
民
一
人
、
無
所
属
七

人
）　
当
選
率
八
十
二
％

　
当
選
議
員
つ
ぎ
の
と
お
り
（
漢
字

の
数
字
は
選
挙
区
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字

は
年
令
）

（
北
海
道
）

一
　
箕
　
輪

一
　
地
　
三

三
　
田
　
中

四
　
南
　
条

（
宮
城
県
）

一
　
古
　
内

一
　
愛
　
知

（
岩
手
県
）

一
　
鈴
　
木

（
福
島
県
）

一
　
天
　
野

二
　
渋
　
野

爪
　
菅
　
波

（
群
馬
県
）

三
　
中
　
曽

（
千
葉
県
）

一
　
川
　
島

三
　
千
　
葉

（
東
京
都
）

一
　
田
　
中

徳正宇

男己郎登

自自自自
前前前新

71494742

広
雄
無
調
　
5
9

揆
　
一
　
自
前
　
5
9

善
幸
自
前
　
5
6

　直光

茂蔵晴

自自真
新前前

535059

根
康
弘
自
前
　
娼

三正
　　次

郎郎

自自
前前

7376

栄
　
一
　
自
前
6
5

て
！
「
・

短
大
学
長
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
大
会
ま
で
の
実
動
に
つ
き
加
納

実
行
委
長
か
ら
、
ま
た
庶
務
、
財

務
、
企
画
、
宣
伝
、
広
報
、
渉

外
、
檀
信
徒
、
青
年
、
少
年
、
仏

婦
な
ど
の
各
部
長
か
ら
詳
細
な
報

告
が
あ
っ
た
。
全
員
一
致
し
て
大

会
達
成
の
た
め
活
溌
な
意
見
が
交

換
さ
れ
正
午
会
議
を
終
り
、
引
き

つ
づ
き
新
年
懇
親
会
が
あ
っ
た

が
、
筆
工
大
躍
進
の
年
と
す
べ
く

盛
り
上
り
充
分
で
あ
っ
た
。
全
軍

か
ら
黒
田
事
務
総
長
、
柳
組
織
部

長
が
出
席
。

（十十九八八七六五四四三三二
神

奈く島町四山小天中岡和賀広宇
川じ　　　　　　　　　　　都
県ら村野宮田山野村崎田屋川宮
）岡
　　一清久久省三二英耕興シ徳
　兵　　　　　　　　　　ズ
　輔郎吾吉二二義吉城作宣工馬

　自自自自自二丁自自民自自自
　前前前前新前前前前新前新前

　51726871606045656660775460

　　 mへ　　　ノヘニ　ニ　　　
　　石　　富　新
井坂川正松山面潟河小田藤
　　県　　県　県
村田）力村）村）野泉川山

重英　松謙　隆　洋純誠愛
　　　太　　　　　　　 一
雄「　郎三　一　平也一郎

騎嘉晶岳酷闘闘
6469　　　8184　　　68　　　30634869

．
，
蔑
．
圃
コ
博
，
．
，
州
，
d
冒
醐
コ
、
醐
調
謡
零
三
娯
翅
翼
雪
慧
噸
：
3
恐
雨
期
也
瀬
、
『
ヨ
詞
凋
蒋
麟
融
－
烈
嶺
嘱
，
闘
、
q
ユ
際
昌
．
．
調
」
》
．
魂
獄
男
瀬

＼

二
　
益
　
谷

（
福
井
県
）

全
　
植
木

（
長
野
県
）

一
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坂

一
　
唐
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岐
阜
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秀
次
自
前
7
9

庚
子
郎
自
前
6
7

善
太
郎
　
自
前
　
5
5

俊
樹
自
前
　
7
5
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岡
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二
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岡
野
正
副
統
理
の
栄
誉

　
孝
道
教
団
岡
野
正
道
背
理
と
岡
野

貴
美
子
垂
統
理
は
、
永
年
日
本
と
セ

イ
ロ
ン
の
親
善
の
た
め
に
尽
力
し
た

の
で
セ
イ
ロ
ン
政
府
か
ら
国
賓
と
し

て
招
待
さ
れ
、
さ
る
一
月
二
十
三
日

セ
イ
ロ
ン
へ
。
統
理
は
セ
イ
ロ
ン
国

最
高
の
栄
誉
に
輝
く
最
高
文
化
功
労

胃 暫　　鯛　　闘　　闘　　鋼 胃　　　　”　　閃　　闘　　凹　　岡 ■　　髄　　闘　　　▼ 需

零

翻
，ボ■ド｝7凶昌邑♂」

@コ

∵
・
℃
一

瀞

選
一
、

章
と
、
仏
教
哲
学
博
士
の
称
号
を
授

け
ら
れ
、
高
段
理
も
文
化
功
労
章
を

授
与
せ
ら
れ
た
。

　
一
行
は
コ
ロ
ン
ボ
市
の
ホ
テ
ル
ス

ク
ー
ル
の
世
界
僧
伽
会
議
に
出
席
し

二
月
七
日
帰
国
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
統
一
仏
教
会
長
ヘ

メ
ッ
紀
要
ジ

　
二
月
二
十
五
日
午
前
十
時
三
十
分

羽
田
発
エ
ア
ー
フ
ラ
ン
ス
機
で
、
ベ

ト
ナ
ム
慰
問
の
旅
に
向
つ
た
福
島
県

仏
教
会
長
吉
岡
棟
一
師
に
托
し
て
、

全
日
本
仏
教
会
は
、
岸
会
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
ベ
ト
ナ
ム
統
一
仏
教
会

長
あ
て
に
送
っ
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
こ
の
た
び
福
島
県

　2月5日コロンボのホテルで催されたレセプション。左
からセイロン総督夫人、岡野統理、セイロン総督、岡野貴

美子粒々理。

仏
教
会
長
吉
岡
棟
一
師
が
貴
国
を
訪

問
す
る
に
あ
た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

托
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
は
、

私
の
欣
快
に
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。　
貴
会
に
お
か
れ
て
は
、
貴
国
が
戦

乱
の
う
ち
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
仏
陀
の
正
法
を
堅
持
し
て
い
さ

さ
か
の
ゆ
る
ぎ
も
な
く
、
仏
道
の
修

行
に
、
衆
生
の
救
済
に
、
不
惜
身
命

、
一
」
瑚
舅
選
，
一
調
．
墨
画
塁
潮
潔
馴
一
肖
酒
書
置
憩

ド
露

一
重
r
蛋
闘
疑
し
［
F
－
～

＝
ム
ド

ー
ド
陰
唇
卜
亀

の
働
き
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に

対
し
、
私
は
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
仏
陀
の
偉
大
な
る
慈
悲
の
み
心

は
、
思
想
の
対
立
を
乗
り
越
え
て
、

真
の
人
類
の
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
仏
教

徒
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
の
朝
が
訪

つ
れ
る
こ
と
を
、
心
の
底
か
ら
熱
望

し
て
お
り
ま
す
。

　
貴
会
が
今
後
ま
す
ま
す
仏
道
の
昂

揚
に
力
を
い
た
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の

民
衆
に
あ
ま
ね
く
仏
陀
の
慈
悲
を
そ

そ
が
れ
、
真
の
平
和
を
う
ち
た
て
ら

れ
ん
こ
と
を
祈
念
申
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
四
十
二
年
二
月
二
十
五
日

寄
付
金
を
発
送

　
イ
ン
ド
の
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
生
誕
百

年
祭
記
念
国
際
仏
教
会
館
建
設
に
対

す
る
日
本
仏
教
徒
の
寄
付
金
は
、
全

逓
か
ら
各
方
面
に
浄
財
の
寄
進
を
求

め
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
外
為
法
に

よ
る
送
金
が
許
可
さ
れ
た
の
で
、
さ

る
二
月
四
日
二
百
五
十
万
円
を
、
イ

ン
ド
大
菩
提
会
あ
て
に
送
金
し
た
。

　
パ
ー
ル
博
士
追
悼
会

　
二
月
十
日
午
後
三
時
か
ら
、
世
界

連
邦
建
設
同
盟
、
　
日
印
協
会
、
　
そ

の
他
数
団
体
の
主
催
、
全
日
本
仏
教

会
、
ほ
か
数
団
体
の
後
援
で
、
築
地

本
願
寺
で
イ
ン
ド
の
パ
ー
ル
博
士
の

追
悼
会
が
営
ま
れ
た
。

　
パ
ー
ル
博
士
は
東
京
裁
判
で
日
本

の
無
罪
を
主
張
し
、
多
く
の
日
本
人

か
ら
尊
敬
さ
れ
親
し
ま
れ
開
て
い
た

が
、
さ
る
一
月
十
日
、
八
十
一
才
の

高
齢
で
逝
去
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
駐
日
イ
ン
ド
大
使
、
田
中
栄
一
衆

議
院
議
員
、
東
条
、
板
垣
両
大
将
未

亡
人
、
元
軍
務
局
長
佐
藤
賢
了
氏
な

ど
、
故
博
士
の
徳
を
偲
ぶ
百
数
十
人

が
参
列
し
盛
儀
で
あ
っ
た
。
法
要
の

の
ち
別
室
で
追
憶
の
パ
ー
テ
ィ
が
催

さ
れ
た
。

轟いて

○帳◎

爆〕慰、

／ξ鮒：窮∫

　　　羅llき：蘇

　　　く生

ゲスト　陳徳江君
　　　（ベトナム留学生・
　　　慶応大経済学部）
聞き手

纏了堅（全仏組織部長）
近藤隆敬（全仏国際部長）

柳
陳
さ
ん
は
日
本
に
こ
ら
れ
て
ど

の
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

陳
私
は
昭
和
四
十
年
十
一
月
十
三

日
に
来
日
し
、
日
本
の
国
際
学
友
会

館
で
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ

し
て
四
十
一
年
四
月
に
慶
応
大
学
経

済
学
部
に
入
り
ま
し
た
。

柳
　
お
国
で
宗
教
は
何
を
信
じ
て
い

ま
し
た
か
。

陳
私
の
と
こ
ろ
は
父
は
真
言
宗
の

信
者
で
母
は
浄
土
宗
で
す
。
私
は
小

学
校
時
代
に
小
乗
仏
教
の
学
校
に
入

学
し
た
の
で
、
仏
教
に
深
い
関
心
が

あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
大
乗
仏
教
に

　
　
　
　
　
　
　
へ

雪
噛
翁
プ
嘱
惣
暑
夏
ー
、
躍
蕩
亭

つ
い
て
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

近
藤
あ
な
た
は
サ
イ
ゴ
ン
に
住
ん

で
い
る
の
で
す
か
。

陳
現
在
は
サ
イ
ゴ
ン
で
す
が
、
生

れ
ば
ハ
ノ
イ
か
ら
七
〇
キ
ロ
離
れ
た

と
こ
ろ
で
、
小
学
校
三
年
の
時
に
現

在
の
と
こ
ろ
に
移
り
ま
し
た
。

近
藤
あ
な
た
の
家
族
は
ど
ん
な
職

業
で
す
か
。

順
路
の
家
庭
は
代
代
教
師
を
や
っ

て
お
り
ま
し
て
、
父
は
現
在
サ
イ
ゴ

ン
大
学
と
万
行
大
学
の
教
授
で
、
主

も
に
仏
教
史
と
文
学
で
す
。

近
藤
あ
な
た
も
将
来
は
教
職
に
つ

か
れ
る
の
で
す
か
。

陳
　
い
い
え
、
私
は
銀
行
の
仕
事
を
　
一

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
5

柳
と
こ
ろ
で
あ
な
た
の
日
本
の
仏
　
一

議
観
は
。

懇
懇
は
日
本
の
歴
史
を
勉
強
し
た

い
、
特
に
日
蓮
聖
人
、
親
轡
…
聖
人
、

栄
西
、
道
元
両
禅
師
に
深
い
関
心
を

も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
宗
派
は
外
か

ら
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柳
日
本
で
は
ど
ん
な
寺
に
行
き
ま

し
た
か
。

陳
東
西
両
本
願
寺
、
大
徳
寺
、
妙

心
寺
、
総
持
寺
な
ど
で
す
が
、
建
築

は
大
変
似
て
い
ま
す
が
、
寺
の
規
模

は
日
本
の
方
が
大
き
い
で
す
ね
。

柳
お
国
の
人
は
仏
教
に
対
し
て
熱

心
で
す
か
。

陳
え
え
、
も
ち
ろ
ん
熱
心
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
も
地
方
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
が
、
北
よ
り
南
の
方
が
た
い
へ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
熱
心
な
よ
う
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
で

は
大
乗
仏
教
が
八
五
パ
ー
セ
ン
ト

訪
　
　
　
　
㍉
　
　
’
t
　
「
］
％
　
猷
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一
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馨
　
層
丙
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．
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で
、
残
り
が
小
乗
仏
教
で
す
。

近
藤
将
来
、
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
と

日
本
の
仏
教
徒
は
仲
よ
く
や
っ
て
い

け
る
と
思
い
ま
す
か
。

陳
私
の
国
は
三
千
年
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
た

ち
は
日
本
の
歴
史
を
勉
強
し
て
い
ま

せ
ん
ね
。
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
な
ど

の
こ
と
は
勉
強
し
ま
す
が
。
や
は
り

隣
り
の
国
の
日
本
に
つ
い
て
は
関
心

を
も
つ
べ
き
で
す
。
私
は
日
本
の
文

化
人
に
ベ
ト
ナ
ム
人
を
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま

す
。柳
　
日
本
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の
留
学

生
は
ど
の
く
ら
い
お
ら
れ
ま
す
か
。

陳
札
幌
か
ら
鹿
児
島
ま
で
一
一
六

人
お
り
、
都
内
に
は
四
十
・
謡
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
一
〇
五
人
は
仏
教
徒

で
す
。

柳
そ
う
い
う
人
た
ち
は
お
国
か
ら

の
仕
送
り
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。陳
学
費
の
半
分
は
日
本
の
政
府
か

ら
貰
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
の
半
分
は

自
分
の
家
か
ら
の
よ
う
で
す
。
私
は

す
べ
て
自
費
で
す
。

近
藤
日
本
で
お
友
達
は
で
き
ま
し

た
か
。
日
本
人
ば
か
り
で
な
く
た
く

き
ん
い
ま
す
。
特
に
日
本
人
は
勉
強

も
熱
心
で
性
格
も
気
持
い
い
で
す
。

話
し
は
変
り
ま
す
が
、
ず
ば
り
公
明

甚
つ
い
て
ど
患
い
ま
す
か
。
」

陳
公
明
党
す
な
わ
ち
創
価
学
会
は

組
織
力
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
内

容
は
貧
弱
で
す
ね
。
南
ベ
ト
ナ
ム
の

創
価
学
会
は
ま
だ
国
家
で
認
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
会
員
と
称
す
る

人
は
二
千
人
く
ら
い
で
す
。

潤
そ
う
い
う
会
員
に
対
し
て
あ
な

た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

陳
現
在
の
学
会
員
は
、
南
ベ
ト
ナ

ム
の
仏
教
界
に
対
し
て
不
満
を
も
っ

て
い
る
人
た
ち
が
大
半
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
統
一
仏
教
会
に
対
し
て

ま
：
●
・
：
0

近
藤
そ
の
不
満
と
は
。

柳
　
つ
ま
り
い
い
人
と
わ
る
い
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

近
藤
あ
な
た
は
日
本
の
学
校
を
終

る
と
兵
隊
に
と
ら
れ
ま
す
か
。

陳
私
は
す
で
に
軍
人
で
す
。
男
は

一
定
の
年
令
に
な
る
と
軍
人
に
な
り
．

ま
す
。
普
通
は
二
十
才
で
す
が
大
学

に
入
る
と
二
十
四
才
ま
で
兵
役
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

柳
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（

写
真
一
左
か
ら
柳
部
長
、
陳
さ
ん

近
藤
部
長
）

、
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欝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
9

組
織
強
化
策
を
相
談

　
全
日
組
織
局
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
の
事

業
計
画
に
も
と
ず
き
、
三
月
六
日
午
前
十
一
時

か
ら
東
京
築
地
本
願
寺
で
第
一
回
都
道
府
県
仏

教
会
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
組
織
の
強
化
策

に
つ
い
て
協
議
、
全
一
仏
教
運
動
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。
こ
の
代
表
者
会
議
は
四
十
二
年
度

は
京
都
で
開
ら
か
れ
る
予
定
。

　
会
議
の
趣
意

　
既
成
教
団
に
お
い
て
は
、
一
、
二
の
団
体
を

の
ぞ
き
い
ま
だ
組
織
が
強
固
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
　
本
会
は
各
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教
会
な
ど
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
横
の
連
絡
提

携
に
お
い
て
欠
け
て
い
る
う
ら
み
が
あ
り
ま
す

「
の
で
本
会
は
昨
年
よ
り
組
織
強
化
を
重
点
施
策

と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
第
一
回
の
会
合
を
催
し
地
方
の
実
情
や

二
仏
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
拝
承
し
組
織
拡

充
に
資
し
た
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

期
日
　
三
月
六
日
午
前
十
一
時
（
励
行
）
か
ら

午
後
五
時
ま
で
（
一
日
間
）

会
場
　
築
地
本
願
寺
特
別
室

　
案
内
先

　
加
盟
各
都
道
府
県
仏
教
会
の
会
長
ま
た
は
理

事
長
、
事
務
局
長
ま
た
は
主
事
近
県
の
常
務
理

事
、
未
加
盟
府
県
で
も
今
後
組
織
し
よ
う
と
す

る
府
県
の
指
導
者
な
ど
。

日
　
程

　
午
前
十
一
時
よ
り
午
後
一
時
五
十
分
ま
で
協

　
議
会
、
午
後
二
時
よ
り
指
導
講
演
、
午
後
四

　
時
よ
り
懇
親
会
。

議
事

　
ω
　
各
県
仏
檀
信
徒
組
織
化
に
つ
い
て

　
c
⇒
第
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
（
岐
阜
）
大

　
会
に
つ
い
て

　
0
9
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
、
地
方
仏
教
徒
大

　
会
、
講
演
会
な
ど
に
つ
い
て
（
報
告
）

　
本
部
か
ら
四
十
二
年
度
予
算
、
事
業
な
ど
、

　
各
府
県
か
ら
現
状
報
告
を
願
い
た
い
。
な
お

　
プ
リ
レ
ト
に
し
て
い
た
だ
け
ば
幸
甚
で
す
。

　
（
五
〇
枚
用
意
）

　
目
　
統
一
地
方
選
挙
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
困
　
寺
院
の
権
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
8
そ
の
他
．

講
　
演

　
「
最
近
に
お
け
る
宗
教
界
の
現
状
と
宗
教
行

　
政
」

講
　
師

　
文
部
省
文
化
局
宗
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
万
波
　
　
　
敦
氏

　
文
部
省
文
化
局
宗
務
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
河
和
田
唯
　
賢
氏

宗
派
人
事

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
（
十
一
月
三
十
日
付
）

　
　
就
任
教
学
部
長

　
　
退
任
教
学
部
長

法
華
宗
真
門
流
宗
務
庁

　
　
　
　
総
　
　
長

　
　
　
　
社
会
部
長

　
　
　
　
総
務
部
長

　
　
　
　
教
学
部
長

　
　
　
　
教
化
部
長

　
　
　
　
財
務
部
長

　
　
　
　
社
会
部
長

庚
仏
推
せ
ん
図
書
㎝

真永斎林本上宇櫛永

枝岡藤　多島基田見
　　　　　　百
真義日真信日付良聖
　　　　　　就
野袴螢芳敬敬廷洪宏

こ
ど
も
の
く
に
（
日
本
仏
教
保
育
協
会
編
）

全
国
の
仏
教
系
幼
稚
園
、
保
育
園
の
園
児
を
対

象
に
、
豊
か
な
心
を
養
う
た
い
せ
つ
な
宗
教
教

育
の
教
材
と
し
て
、
子
供
に
う
け
る
「
こ
ど
も

の
く
に
」
四
月
号
は
花
ま
つ
り
を
主
題
と
し
、

日
校
こ
ど
も
会
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
推
奨

し
た
い
。
定
価
一
部
七
〇
円
。
申
込
は
東
京
都

台
東
区
蔵
前
二
丁
目
一
四
の
一
〇
鈴
木
出
版
株

式
会
社
へ
。

一6一

　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　‘
く理

、

、

、　　一　　一！
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　　　　　　　　　　　　　．財団法人全日本仏教会

総　務　局

財団基金の拡充対策、本年は積極的に行なう。

組　織　局

基本目標　本会寄付行為第5条の事業目的たる各種仏教

　　　　　運動の実践及び育成を中核とし、全一仏教運

　　　　　動を盛り上げ、構成団体の強化を計り、もつ

　　　　　て時局に対応し、仏教の対外的宣揚と団結を

　　　　　期することを目的とする。

　　　1．第15回全日本仏教徒（岐阜大会）

　　　2．地区別ブロック会議　東海（三重）、関東甲

　　　　　信越（栃木、）北陸（石川）、近畿、中国、’

　　　　　四国、九州、東北、北海道都道

　　　3．府県仏教会代表者会議（京都ン

　　　4．公職選挙対策と推薦

　　　5．都道府県仏教会檀信徒組織化の推進

　　　6．単側通信の発行

　　　7．墓地問題対策の継続

　　　8．権益に関する問題及び時局対応の活動

　　　9．地方仏教大会のしょうよう

国　際　局

基本目標　本会寄付行為第5条の事業目的たる世界各国

　　　　　WFBセンター及び仏教圏諸団体との連絡、

　　　　　文化の交流促進を中核とし、仏教による国際

　　　　親善と平和世界の実現を期する。

　　　1．世界仏教徒連盟（WFB）日本支部規程の作成

　　　　（1）支部として必要なWFBに関する事項の処

　　　　　理

　　　（2）WFB専門委員会の設置（過去のWFB大会

　　　　　において決議された事項の実践についての

　　　　　検討。その他）

　　　2．　国際仏教運動の展開

　　　　（1）訪日仏教徒の歓迎接待（接待基準を作成）

　　　（2）在外各宗開教本部との連絡

　　　（3）各国仏教会との文書による交流

　　　　（4）各国仏教会への協力

文　化　局

基本目標　本会寄付行為第5条の事業目的たる仏教教化

　　　　運動の総合的企画及び促進に目標を置き、全

　　　　一仏教運動推進の一翼を担い、仏教文化運動

　　　　　を中心として事業を立案しその実現を期す

　　　　　る。

　　　1．文化会議の開催。東京ほか主要都市2カ所

　　　2．第12回全仏講習会の開催

　　　3．　仏教文化映画製作の企画研究

　　　4．　干仏教徒の教職員連盟」の結成（継続）

　　　5．　「全一仏教聖典」の編i纂（継続）

ー
ー
彦
一

，
r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と@　　昭和42年度歳入歳出予算　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人全日本仏教会　　、　1　　　歳入1亀38SOOO円　　　歳出1＆38SOOO円　　　／l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　歳入歳出差引残高なし　　　　　　　　　　　／歳　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　単位円　　　｛．

科　　　　　　　　　　目
本年度予算額 前年度予算額

比　　　　較

尅掾E’△減款　　　項　1　目、F

E
，
一
．
遡
．
聖
F
」
・
北
｝
．
、
　
P
．
．
、
［
寒
三
智
「
・
…
、
・
…
窓
引
・
’
，
零
藻

，

1　負　担　金

Q　寄　付　金

R　未納徴収金

S　基金果実
ｿ　雑　収　入

U　繰　越　金

1各宗派負担金

Q各団体負担金

16，189，000

P4，403，000

P，786，000

Q，000，000

@50，000
@40，000
@100，000

@10．000

16，328，000

P4，618，000

P，710，000

P，300，000

@50，000
@35．000
@100，0∞

@10，000

△　　139，000

｢　　　215，000

O　　　76，000

O　　700，000

@　　　0
O　　　5，000

@　　　0
@　　　0

l
l
「
’
レ
1
｝

歳　　　　　　　入　　　　　　　計
18，389，000　　　　　　　17，823，000　　　　0　　　．　566・OOO ／

ご
〔
’
り
李
履
菱
圃
冨
｛
制
葦
っ
・
　
’
．
．
．
卜
城
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歳　　出
昭和42年3月1目

科 目 比　　　　較

款 項　i 目
本年度予算額 前年度予算額

○増・△減
1　事務総局費 10，450，000 10，100，000 0　　350，000

1　人　件　費 6，180，000 6，130，000 0　　　50，000

1　職員俸給 3，990，000 3，990，000 0

2　諸　　　給 1，590，000 1，590，000 0

3　厚　生　費 400，000 350，000 0　　　50，000

4　退職積立金 200，000 200，000 0

2　事　務　費 1，970，000 1，970，000 0

1　借館借室費 600，000 600，000 0

2　通　信　費 850，000 850，000 0

．3　消　耗　費 100，000 100，000 0

4　光　熱　費 20，000 20，000 0

5　備　品　費 150，000 150，000 0

6　印　刷　費 200，000 200，000 0

7　雑　諸　費 50，000 50，000 0

3　旅　　　費 1，100，000 1，100，000 0

4　関西事務局費 1，200，000 900，000 0　　300，000
2　総務学費 2，350，00， 2，532，000 △　　　182，000

1　会　議　費 950，000 1，182，∞0 △　　　232，000

1　理事会費 150，000 272，0∞ △　　　122，000

2　評議員会i費 100，000 110，000 △　　　101000

3　各種委員会費 200，000 300，000 A　　100，0∞
4　会　議　費 500，000 500，000 0

2共通事項処弁費 350，000 300，000 0　　　50，∞0

3　調査研究費 300，000 300，000 0

5　渉　外　費 750，000 750，000 0

3　組織局費 3，100，000 2，540，000 0　　560，000
1　組織強化費 1，900，000 1，270，000 0　　630，000

1　組織強化費 600，000 670，000 △　　　70，∞0．

2　仏教徒大会費 1，300，000 600ジ000 0　　700，000
2　時局対策費 400，000 550，000 △　　　150，0∞

3　弘　報　費 800，000 720，000 0　　　80，0∞

1機関誌発行高 700，000 600，000 0　　100，000
2　宣伝報道費 100，000 120，000 △　　　20，000，

4　文化局費 1，400，000 1，400，000 0

1　文化会議費 400，000 400，000 0

2　教　化　費 1，000，000 1，000，000 0

1講習会費 200，000 200，000 0

2　教化諸費 6∞，000 600，000 0

3　資料作成費 200，000 200，000 ’　　　　　0
15　国際局費

910，000 1，060，000 △　　　150，000

国際運動費 910，000 1，060，000 △　　　150，000

・婁鍛藩 160，000 160，000 0

2畢腎警 3000．00

S50，000

400，000

T00，000

△　　　100，000

｢　　　50，000

6　雑　　　費 3　国際渉外費 64，000 64，000 0

7　予　備　費 115，000 127，000 △　　　12，000

歳 出 計 ・8・389・…1 ・7・823・…1
0　　　566，0∞
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